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We have considered the possibility of an incoherent Doppler lidar systei using a

single一皿ode Q-switched Nd:TAG laser with an injection seeding systei for measurements

of aも皿ospherie teiperature and wind velosity. Capabilities of the narrow-band Nd:YAG

且aser and the detection syste皿　eiploying a Fabry-Perot interferoieter with an automatic

scanning sysもei are appreeiaもed and the possibility of an incoherent Doppler lidar is

estimated.

ユ｣_蛙｣こ血_に

スペクトルの狭いレ-ザをライダーの送信光に用いるならば､散乱光のドップラーシフトやドッ

プラー広がりを何らかの方法で測定することによって､対象になるものの運動の遠さ､温度､質量

等の情報を得ることが可能である｡従来から狭帯域レ-ザの良好なコヒ-レンスを利用するコヒ-

レントドップラーライダーが開発されてきたが､コヒーレントドップラーライダーは感度の向上が

図れるものの､波面整合の困斧さや距離分解能を上げることに問題を残している｡

我々は､単一縦モード半導体レ-ザ励起リ　ング固体レ-ザをシーダ光と　した高出力パルス固体レ-

ザと電子掃引式フアプリペローユタロンを利用したイ　ンコヒ-レントドップラーライダーを計画し

ており､今回は個々のエレメ　ントの性能評価や準備状況について述べる｡

2.穀等蛙パルス　レーザ

我々が用いている単一縦モード半導体レ-ザ励起リ　ング固体レ-ザをシーダ光とした高出力パ

ルス卦は: Y A Gレ-ザの諸元をTable l　に示す｡シーダ光のスペクトル幅は100kHz以下である

が､パルス固体レ-ザに注入されるとフ-リエ限界のため､パルス固体レ-ザのパルス時間幅に依

存するスペクトル幅である約100MHzに広がる｡もしNd: Y A Gレ-ザのパルス幅を1j^Sまで

広げることができれば､スペクトル幅を1MHz程度まで狭めることは可能となる｡

.Table 1 Specifications of　五njecもion

seeding Nd:YAG　且aser

Pulse energy　　　且OOO　皿J(1064nm)

550　血J(532ni)

Pu且se　闇i飢h　　　　7-9　ns(且064n血)

5-7　ns(532ni)

Repetition rate　且0　Hz

Line widもh　　　　(0.003　cm'

B8a皿　divergence　(0.5　皿rad

Beaぬ　diameter　　　8.5　mm

Table　2　Specifications of Fabry-Perot

interferometer

Maximum cabity length　　　　　150 im

Free spectral range 1 GHz

Refrecもivity finesse　　　　　　40

Minimum resolvable bandwidth　25　MHz

C且ear aperture　　　　　　　　　　　25　mi

Maximum transiittance　　　　　　91 %
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大気中のエアロゾルや分子からの散乱光は､ Shi乃izu et al.(1983)にも示されているように､

エアロゾルによるドップラー広がりは約100MHz､分子による広がりは2GHz程度である｡我々

のNd: Y A Gレ-ザのS H G (5　32n m)を利用する場合を考えると､ドップラー効果の式より

1℃の温度滞度を得るためには約1MHz､ 1m/sの風速の清度を得るためには約4MHzのスペク

トル測定滴度が必要となる｡

受信エレメ　ント　と　して使用を検討しているフアプリペローユタロンの性能をTable　2　に示す｡キャ

ビティ　-長は0　1 50m mで可変で､ピエゾ素子により電子掃引が可能となっている｡フィネス

は40､最小分解能は2　5MHzであるが､これはスペクトルの半値全幅の最小分解能であり､分子

による広がりが2GHzあるものを数MHzの精度で測ることは可能であると考えられる｡
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